
令和８年 8⽉ ２４⽇

＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

＜⽬的＞

＜成果＞

地域と連携した継続的な就労機会の創出を⽬指す。

＜地域にとってのメリット＞障害のある⽅の活躍を⾝近に
知ってもらう機会につながる。

＜対象者にとってのメリット＞企業から依頼された製品の制
作に携わることで、実践的な作業経験を積むことができる。

＜実施した結果＞印刷位置や仕上がりを確認しながら、ミニ
トートバッグを完成させることができた。

＜得られた成果＞株式会社⼭⽥屋写真⽤品様との連携を
深めることができた。

＜課題点＞継続的な受注につなげる体制づくり

この度は、ミニトートバッグの試作品を制作していただき、ありがとうございまし
た。デザインごとに丁寧に仕上げていただき、今後の取引先への提案や新商品として
の展開を検討するうえで、⼤変参考になりました。今後も協議を重ねながら、商品化
や継続的な取り組みにつなげていきたいと思います。

連携先企業名 株式会社⼭⽥屋写真⽤品 担当者名 ⼭⽥ 裕次郎

電話番号 047-710-2566 対象年度 2026年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意⾒または評価

活動場所︓シャルウィ 松⼾

実施⽇程︓令和８年8⽉17⽇,18⽇,19⽇,20⽇,21⽇

利⽤者数︓４名

実施した⽣産活動︓株式会社⼭⽥屋写真⽤品様からご依頼を
いただき、同社の取引先への提案および新商品展開に活⽤す
るミニトートバッグの試作品を制作しました。利⽤者がデザ
インの配置、印刷、仕上がりの確認などを分担しました。

ガーメントプリンター印刷後、
インク定着とシワ伸ばしを兼ねたアイロン掛け

オリジナルミニトートバッグ納品前作業

住 所 千葉県松⼾市松⼾新⽥464-8 メゾン・ラフィーネ1階店舗 管理者名 中村 由佳

就労継続⽀援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 シャルウィ 松⼾ 事業所番号 1212403164

様式１


